
第２回自分ごと化会議in長岡京　改善提案シート（中間とりまとめ２）

第1分科会

個人 地域 行政 その他

1
自治会・地域
コミュニティ

地域の繋がり

地域のつながりの薄
さ。

自治会がどんな事を
しているのかを知
る。

子どもや老人だけでな
く、各世代が魅力を感じ
る活動をする。
→サークル的な活動や、
自治会に入っていない
人に、体験入部みたい
なもの。

各自治体の魅力や活
動を、特集する。

2
自治会・地域
コミュニティ

自治会組織・加入率

◆”自治会、協働につ
いて”　自治会の加
入率が低い、担い手
不足、退会を抑制す
る。
◆自治会の担い手の
減少。
◆自治会離れ、子ど
も会離れ、老人会離
れが進んでいる。

◆自治会の役割・活
動を知る。
◆自治会の活動に参
加してみる。
◆地域のつながりを
大切にする。

◆新しく地域に来た人、
若者世代へ自治会に入
るメリット・必要性を理
解してもらう。（メリット
を作る）
◆自治会以外に有志で
何か始める。クラブ活動
等。
◆市民運動会の実施時
期・方法を考える。

◆自治会の仕組みや
活動を発信する。
◆市民活動団体に補
助金を増やす。自治
会の補助金を最低限
まで下げる。
◆転入者に対して積
極的に働きかけてほ
しい。

◆1度自治会を抜け
ても、再加入できや
すいシステムにす
る。
◆”思い出に残す”取
り組み。
◆補助金を受けて、
自治会の代わりの役
割をする。
◆核家族化が進み、
日本の生活様式に大
きな変化が起こって
いる。

3
自治会・地域
コミュニティ

自治会組織・加入率

◆自治会に加入する
メリットを伝えられ
ていない。
◆自治会の役割につ
いての認知されてい
ない。
◆自治会の透明性が
欠ける。

◆個人として1度メ
リットを整理し検討
してみる。
◆個人的に入会して
いないのは、情報不
足のため、まずは存
在意義を考える。

◆自治会に加入するメ
リットが、加入しないメ
リットより本当にあるの
か考え、加入するメリッ
トを説明できるように
する。
◆地域住民での助け合
いの必要性、会長だけ
が重責にならないコ
ミュニティ　などの構
築。

◆転入者への案内、
地域とのパイプ役。
◆長岡京市民への自
治会との関わりの説
明や自治会やコミュ
ニティを知る仕組み
づくり。
◆メリットなどの周
知・説明をする。

自治会そのものの意義について再考すべ
きでは？時代は変化し、コミュニティの価
値観は変わっているので、自治会に固執
する必要があるのかを考え、多様なもの
の見方を受け入れつつ、未来志向で「自
治」ができるようバランスを取ることが必
要。

自由記載
提案
No.

中カテゴリー 小カテゴリー
あなたが考える現状

の課題

それぞれの現状や役割



個人 地域 行政 その他

4 環境保全 河川環境

河川の清掃が行き届
いていない。

河川（小畑川）の周り
の整備・清掃は進ん
でいるが、河川が汚
い。

小畑川のほとりを散歩
する人も多いので、地
域の住民で草刈りなど
をして、子どもたちが川
遊びなどがしやすいよ
うにする。

市民への呼びかけを
行う。

環境保全のためのボ
ランティアの要請。

5 環境保全 環境教育

環境問題は100年
50年の先を考える
必要がある。

どのような教材があ
るかを考える。

子どもたちへの教育。 小学校・中学校の教
育支援。

6 環境保全 ゴミステーション

◆ゴミステーション
の管理担当者が明確
でない。

ゴミステーションを
使用する人間とし
て、清掃や見回りを
行う。

個人または自治会で管
理すべきなのかを明確
にする。

個人、地域では対応
できない悪質な場合
の対応。

7 環境保全 ゴミステーション

◆分別収集につい
て、収集場所が少な
い。
◆ごみステーション
の無い地域がある。

近所の住民同士で具
体的な場所を考え
る。

8 環境保全 ゴミの出し方・投棄

◆黒いごみ袋で出す
人がいる。
◆分別がしっかりで
きていない。
◆家電なども捨てて
ある。
◆ゴミを捨てる時の
マナーが悪い。
◆ゴミが散らかって
しまう。
◆ゴミステーション
が汚い。

◆環境への理解を高
め、ゴミの出し方の
マナーを守り、分別
をきちんと行う。
◆分別のルールを知
る。何故分別しない
といけないのか学
ぶ。

◆そうじ当番をつくる。
◆引き続きごみ当番を回
していく中で、分別の意識
を育む。
◆地域で協力して、マ
ナー、モラルを訴える。
◆ごみが散乱しているの
を見つけ次第掃除する。
◆コミュニケーションを図
る（人の目があると、マ
ナーを守る気持ちが強くな
る)。
◆ルール違反が無いよう
に監視の目をつくる。

◆自治会との連携を深
める。
◆パトロールを定期的
に行う。
◆維持管理費の一部を
負担してほしい。特にド
ア付きのステーション
で壊れている所が増え
てきた。
◆シルバー人材と連携
してステーションを管
理する。
◆ごみ捨てルールの変
更（袋の有料化、家の前
に置くという制度がと
ても良いなと思いまし
た)。

提案
No.

中カテゴリー 小カテゴリー
あなたが考える現状

の課題

それぞれの現状や役割

自由記載



個人 地域 行政 その他

9 環境保全 ゴミの出し方・投棄

山林等に、資源ゴミ
が捨てられている。

山林等に、資源ゴミ
が捨てにくいように
するため、環境の整
備をする。

子ども会や、長岡京市
内の小・中・高・大学、企
業に呼びかけて、ゴミの
片付けや清掃活動を行
う。

放置ゴミの現状を把
握して、どこを取り
組むのかを調査す
る。

マスコミに呼びかけ
て、活動のアピール
をする。

10 その他 公園

公園の遊具の少なさ
について

学齢期前の子どもや
親が遊ぶ

子どもたちが安全に遊
べるように見守る

どこの公園にどんな
遊具があるのかを
マップで知らせる

遊具設置のための資
金の提供

環境問題の解決に向けて取り組むことで、
教育、福祉、防災などの問題解決につな
がっていけると思います。

小カテゴリー
あなたが考える現状

の課題

それぞれの現状や役割

自由記載
提案
No.

中カテゴリー



第2分科会

個人 地域 行政 その他

1
自治会・地域コ
ミュニティ

自治会組織・加入率

◆自治会加入者の減少
（自治会の魅力や大切
さが伝わっていない）。
◆毎年、自治会員が減
少している。

◆地域での交流に様々
な世代の方を巻き込ん
でいく。
◆自治会の大切さを伝
える。
◆自分は、自治会を脱
会しない。

◆加入を勧める。
◆時勢に合わせて自治会
の在り方や会則を見直し
改訂　・定期的に地区住民
にアンケート調査を実施す
る。

◆転入時に書類で自治
会の案内をする。
◆幅広い情報（全国、海
外も含む）を地域（自治
会等）や住民に提供す
る（広報等により）。
◆全体調整。

2
自治会・地域コ
ミュニティ

自治会組織・加入率

◆世代間の価値観の多
様化により自治会の会
員伝承が難しくなって
きている。
◆住民の価値観の多様
化に伴い自治会の存続
が危うくなってきてい
る。

◆自分の子どもには、
自治会の会員伝承を
しっかりと行う。
◆自分なりの解決策
（案）を進言する。

◆時勢に合わせて自治会
の在り方や会則を見直し
改訂。
◆定期的に地区住民にア
ンケート調査を実施する。

幅広い情報（全国、海外
も含む）を地域（自治会
等）や住民に提供する。
（広報等により）

3
自治会・地域コ
ミュニティ

自治会の活動

◆自治会によって活動
内容が違う。
◆住民の少子高齢化に
伴い市民運動会への参
加者が減少している。
◆新型コロナウイルス
感染拡大防止のため、
行事等が中止となって
活動が出来ない。

◆参加する（競技に参
加できなくても応援や
準備協力をする）。
◆自治会で防災・防犯
活動が積極的に行う場
合は参画したい。

◆時勢に合わせて運動会
のあり方や実施運営方法
等を見直し、内容変更す
る。
◆定期的にアンケート調査
等を行い、地区住民のニー
ズ把握をする（他の行事と
の併用実施。例えば文化
祭)。

◆自治会に対しもっと
手厚い対応をしてほし
い。
◆新型コロナウィルス
拡大の拡大につき、自
治会・コミュニティの行
事がすべて中止になっ
ているが、その対応を
考えてほしい。
◆幅広い情報（全国、海
外も含む）を地域（自治
会等）や住民に提供す
る（広報等により）。

4
自治会・地域コ
ミュニティ

自治会の活動

自治会非加入者でも町
づくりに参加出来る制
度が見えない。

自治会加入はやはり私
自身ハードルが高く感
じている（仕事をしてお
り参加出来ないと思っ
ている、アパート住まい
なので加入しなくても
いいかなと思ってい
る）が、自治会の活動を
まずは知るのが大切だ
と思いました。地域活
動には参加したい。

それぞれの役割
自由記載

提案
No.

大カテゴリー
（基本方針）

中カテゴリー
（施策）

あなたが考える現状の
課題



個人 地域 行政 その他

5
自治会・地域コ
ミュニティ

地域の繋がり

◆住民同士の交流の機
会が減り、近所の人を
知らない（横のつなが
りがない）。
◆声掛けしずらい（どこ
の誰だかわからない人
が声かけしたら変な人
と思われそう）。

◆時間を取って自治会
に参加する。
◆今日の話を周りに話
す。
◆向こう三軒両隣の精
神で周囲の住民を把握
しておく。

◆自治会活動を活発に行
い、住民全体の交流を進め
ていく。
◆自治会の活動について
知ってもらう。

◆自治会の活動につい
て広報・周知を行う。

6 防災・防犯 危機意識を高める

災害のことを自分に起
こることと考えられな
い。

7 防災・防犯 危機意識を高める

防災・防犯に対する危
機意識に差がある。

◆自分ごと化会議のよ
うな協議の場などに参
加して勉強する。
◆家族と話し合う。
◆「もしも」を想定して
自分の住んでいる地域
の危険について考え
る。
◆避難の基準を個人・
家族で考えておく。
◆必要性をPRする。

◆月１回の頻度で継続的に
どこが危険な場所か地域
で話し合う。
◆サポートに全力を尽く
す。

◆今後も継続して学校
での避難訓練や古く
なった備蓄品の支給を
続ける。
◆ハザードマップの更
新や情報誌の配布、防
災イベントの開催を増
やす。
◆必要性のPR

防災について学べたことはとてもよかったです

8 防災・防犯 災害に対する備え

◆防災・防犯活動への
参加者が少ない。
◆避難訓練があって
も、参加する人が少な
い。

◆活動への参加呼びか
け（PRが不足している
かも）。
◆「周りが参加してい
ないから行かない」の
ではなく、積極的に参
加するようにする。

◆自治会・老人会への呼び
かけ。
◆呼びかけ（ポスター・声
掛けなど色々なカタチで
知らせる)を行う。

◆防災・防犯に関する
PRが不足しているの
では。町に防犯カメラ
が設置してあることな
ど等。

9 防災・防犯 災害に対する備え

自助が基本なので、持
ち出し品、備蓄を考え
て実行する。

10 防災・防犯 災害に対する備え

◆災害時においての公
民館の機能性。
◆市中心部に公園が無
い（大型の公園）。

公民館の利用状況を理
解する。

日頃から解放し、防災訓練
の起点にする。

公民館の利用を含めた
防災訓練の実施。

◆各小学校で行われる防災訓練に加えて、公
民館の利用を含めた防災訓練を市が先導して
いただきたいです。それにより自治会とのつな
がりも強くなるのではないでしょうか。
◆避難する際の季節の考慮
◆支援物資の分配方法（集まっても配れないと
ムダになる）

提案
No.

大カテゴリー
（基本方針）

中カテゴリー
（施策）

あなたが考える現状の
課題

それぞれの役割
自由記載



個人 地域 行政 その他

11 防災・防犯 災害に対する備え

河川沿いに照明が無
い、川が汚い（ゴミや草
木など）。

12 防災・防犯 災害発生時の対応

災害が起こったとき、
地域の人を助けられな
い可能性がある（地域
の人の顔が把握しきれ
ていない）。

行事などに参加して地
域の人の顔を知る。

◆普段から交流を深める。
◆マップ作成。

13 防災・防犯 災害発生時の対応

避難所の運営が困難。 ◆避難所運営計画が必
要。
◆避難所、わかりやす
い運営マニュアルの作
成。

大きな災害時、行政の人が避難所運営に携わ
れるのか？無理なら誰がするのか？（受付、会
場のパーテーション、運動場の割り振り…など
など…)

14 防災・防犯 災害発生時の対応

高架化　線路による分
断での緊急車両の通行
などが困難。

15 防災・防犯 災害発生時の対応

スマートフォンを持って
いない人への情報の伝
達が困難。

16 防災・防犯 要配慮者への支援

◆災害発生時におい
て、要配慮者をどう支
え、どう避難するか。
◆要配慮者はこの制度
だけで助けられないの
では。

◆要配慮者の把握が必
要。
◆地域との繋がりを意
識して、深めていく。
◆意識して人の顔を知
る。近所の人を知る。
◆近所のお年寄りを助
ける意識を持つ。

◆要配慮者のリストが民生
児童委員、自治会で所持さ
れているとの事なので、作
製方法を考える必要が有
る。
◆普段から住民同士で声
掛けを行い、どんな人がい
るのかを確認する。
◆向こう三軒両隣声掛け
運動を続ける（会員・非会
員問わず）。
◆地域住民の協力体制を
整える。

◆事前に要配慮者等の
情報を提供し、周知の
うえ備える。
◆行政と連携しリスト
の作成が必要。
◆迅速な救助体制を整
える。
◆そもそも「要配慮者」
とは何かを広める。

要配慮者の情報（名簿はあるが個人情報の流
出に危惧）

17 防災・防犯 要配慮者への支援

◆災害時要配慮者と支
援者の関係性を高め
る。
◆要配慮者と支援者と
のマッチングがない。

◆要配慮者名簿を自主
防災会に提示する。
◆両者を引き合わすた
めに両者を知る。

要配慮者のマップを作成
し、普段の関係作り。

避難訓練のときに声掛
けを実施。

それぞれの役割
自由記載

提案
No.

大カテゴリー
（基本方針）

中カテゴリー
（施策）

あなたが考える現状の
課題



個人 地域 行政 その他

18 防災・防犯 防犯

近所で何か事件などが
あっても情報が来ない
（ex.近所にパトカーが
停まっていたり、お隣
の家に聞き取りに来た
りしていて何かあった
のか心配になった。痴
漢があったようで、た
またま警察がいて何か
あったのか聞いて知っ
た)。

◆新聞を取る（現在、情
報を入手するすべがイ
ンターネットのみになっ
ている）。
◆防犯メール（？）など
の登録。

防犯メールの案内などが
あれば良い。

防犯メールの案内など
があれば良い。

19 防災・防犯 防犯

新しい技術を使った防
災防犯。

QRコード、キャッシュ
レス、むずかしい。

ドローンなどの活用。

20 防災・防犯 防犯

帰りが遅くなると人通
りが少なく、暗い道が
多い。

防犯等の設置個所を考え
る。

防犯等を設置する。

21 環境保全 ゴミステーション

カラスや犬、猫等に
よるごみの散乱が問
題。

気付いた時点で片付
けとごみネット掛け
をする。

◆資源物のゴミが散乱
しないようにし、場所を
増やす。
◆所定ごみステーショ
ンの利用住民間で助け
合う。
◆自治会等からの情報
提供や解決支援。

◆ごみが散乱しない
ように、現在のゴミ
収集箱にドアをつけ
る。
◆苦情解決のための
仲介、進言、調整。
◆情報発信（広報、
FMおとくに、メール
等）（※成功、失敗、
新たな課題等を客観
的な情報として提供
する。）

22 環境保全 ゴミの出し方・投棄

◆収集日（月・木曜）
が守られずに家庭ご
みが出される。
◆収集日やごみの分
別が守られずにごみ
が出される。

◆収集日を守ってゴ
ミを出す。
◆ルールを守ってご
みを出す。
◆ルールを守らずに
ごみを出している人
には説明と注意をす
る。

◆所定ごみステーショ
ン利用住民への周知徹
底（※自治会員や非会
員の区別なしの利用住
民）。
◆自治会からのお知ら
せ（回覧板等）による周
知徹底。

◆苦情解決のための
仲介、進言、調整　・
情報発信（広報、FM
おとくに、メール
等）。
◆成功、失敗、新た
な課題等を客観的な
情報として提供す
る。

提案
No.

大カテゴリー
（基本方針）

中カテゴリー
（施策）

あなたが考える現状の
課題

それぞれの役割
自由記載



個人 地域 行政 その他

23 環境保全 ゴミの出し方・投棄

◆住民の高齢化（病
気も含む）によりご
み当番やごみ出しが
できなくなる（独居
高齢者問題の1つで
す）。
◆高齢者でゴミの分
別ができない。指定
以外の袋を使ってい
る。
◆高齢化によって、
家庭ごみの収集の場
所も増やす必要があ
る。

◆高齢化の家庭ごみ
を運んであげる。
◆可能な範囲で代替
作業をする。

◆同一ごみステーショ
ンの利用住民間で助け
合う。
◆自治会等からの情報
提供や解決支援。
◆原因を把握する（認知
症が始まっているから
か？足腰が弱っている
からか？）。
◆家庭ごみの収集場所
を増やす（共助）。

◆民生委員の協力も
得る。
◆適切な部署に対応
してほしい。
◆収集場所を増やす
のにも限界があるの
では。

24 環境保全 ゴミの出し方・投棄

ゴミを減らす努力を
する。

エコバックの持参、ゴ
ミ袋を有料化にす
る。

お店への過剰包装を
控えるように依頼す
る。

ゴミ問題、自治会問題等日本人のモラル
劣化が進んでいる。

25 その他 公園

市中心部に大きな公
園が無い。

提案
No.

大カテゴリー
（基本方針）

中カテゴリー
（施策）

あなたが考える現状の
課題

それぞれの役割
自由記載



第３分科会

個人 地域 行政 その他

1
自治会・地域コ
ミュニティ

自治会組織・加入率

◆自治会の担い手不
足。
◆自治会の加入者が減
少している。
◆自治会を高齢を理由
にやめるケースがあ
る。

◆自治会の活動に積極
的に参加する。
◆良さを他の人（近所）
に伝えていく。
◆オンライン形式での
つながりを作る。
◆横のつながり、自治
会以外のつながりを利
用する。

◆自治会の仕事を減らす
◆自治会の活動がスムー
ズに行われるように努力
する。
◆自治会の形を変える、も
しくは新しい形を模索す
る。

◆自治会を支援する。
◆自治会役員の負担を
減らす。
◆地域住民がつながろ
うと思える形の代替コ
ミュニティ組織を作る

◆自治会の仕事をアウ
トソーシング。

2
自治会・地域コ
ミュニティ

自治会組織・加入率

古くからある自治会に
新規加入しづらい（中
には別に入らなくても
いいからとアナウンス
する人もいる）。

◆新入りの人に声をか
ける。「入ってもらうべ
きものである」という
意識づけ。

◆「できる限り加入してほ
しい」という。

◆自治会＝隣組？（隣組には入っているのです
が、自治会に入っているのかわからない）
◆引っ越してきた若い世代が排他的な元々の
高齢世代になじめない、行事も入れてもらえな
いことが通例化している。

3
自治会・地域コ
ミュニティ

自治会組織・加入率

梅が丘に自治会がな
い。

4
自治会・地域コ
ミュニティ

自治会の活動

◆若い世代の自治会活
動の参加が少なく、近
所づきあいも疎遠であ
る。
◆地域行事（運動会）が
マンネリ化している（運
営している人が同じ）。
◆自治会館を上手く利
用しにくい。

◆参加する。
◆コミュニケーション・
人間関係・心理学・ファ
シリテーション・デザイ
ンについて、一人一人
が学ぶ。

◆呼びかけ。
◆参加するとこんな良いこ
とがあるという、わかりや
すい報酬（お金ではなく）
を設ける。

◆認知されるようポス
ターなどで呼びかけを
おこなう。
◆地域活動への協賛。

◆若い世代が参加しないことは問題か？なぜ
参加してほしい？若い世代が参加しないのは
興味も必要性も感じないから。
◆隣近所とのコミュニケーションがない。あれ
ば良いけど無いことは問題か？あればあった
で人間関係のストレスがある。
◆地域の問題ではなく、一人一人の心持（知
識・行動・相手の立場で考えられるかどうか）の
問題では？
◆娯楽が増えて個人の幸せが大切な時代、地
域の運動会は尊いがこれからの時代必要か？
「上手くいった事例の共有が大切」。PDCA回し
ていこう！どんどん試すこと。そして、上手く
いった点を残していく。他所からも盗むことが
大切。

5
自治会・地域コ
ミュニティ

地域の繋がり

横のつながりが希薄。 ◆できる限りいろんな
人と知り合う機会をつ
くる。
◆オンライン、オフライ
ン共に人とつながる。

自治会のようなコミュニ
ティを作る。

独居老人等の情報の把
握。

横のつながり、キズナづくり、心身とも健康で
いられるためにどうするのか。

あなたが考える現状の
課題

それぞれの現状
自由記載

提案
No.

大カテゴリー
（基本方針）

中カテゴリー
（施策）



個人 地域 行政 その他

6
自治会・地域コ
ミュニティ

地域の繋がり

地域のコミュニケーショ
ン、世代間の交流が不
足しており、隣近所の
人が誰かわからない。

◆現在ある行事・交流
の場に参加する。
◆誰もがくつろげる地
域サロンの運営。
◆月１回でも集まって
「おしゃべりサロン」の
ように話し合う。
◆同一世代との係わり
だけでなく、同じ地域
の異なる世代との係わ
りを増やす。

◆自治会の活動参加者を
増やす。
◆魅力的な交流の場を作
る。
◆誰もがくつろげる地域サ
ロンの運営。
◆ラジオ体操を平日は高
齢者だけでもいいが、休日
は子どもから高齢者まで
参加できるようにする。

◆地域活動に対する補
助金を出す。
◆活動場所の提供。

◆地域サロンのスポン
サーを募る。

7
自治会・地域コ
ミュニティ

地域コミュニティ協議
会

地域コミュニティ協議
会の認知度や活動につ
いて知らない方が多
い。

8
自治会・地域コ
ミュニティ

地域イベント

自分も参加できる（参
加したい）コミュニティ
が地域にある。

◆参加できる方法を調
べる。
◆参加したいコミュニ
ティへ声をかける。
◆実際に参加する。
◆自分の考える具体的
内容を提案する。

場所の提供、参加者への呼
びかけ。

どこにどんなコミュニ
ティがあるか発信して
いく。

運営についての財政的
なスポンサーとなって
くれる団体。

9 高齢者 高齢化

高齢化への不安。 ◆高齢者の暮らしを知
る。

◆高齢者とコミュニケー
ションを取れる場を作る。

高齢化は誰にでも起こること高齢化へのマイナ
スイメージが強い気がする。

10 高齢者 高齢化

高齢者が多い地域で
は、若者に負担がかか
りやすい（運動会への
参加など）。

11 道路・交通 高齢化

高齢者の交通事故が多
い。

◆常日頃から安全運転
を心がける。
◆積極的に免許を返納
する。
◆夜道を歩く際は反射
板を身に着ける。

◆各種啓発・広報活動
を行う。
◆免許返納者に対する
特典をつける。

それぞれの現状
自由記載

提案
No.

大カテゴリー
（基本方針）

中カテゴリー
（施策）

あなたが考える現状の
課題



個人 地域 行政 その他

12 高齢者 生きがい

◆高齢者がいきいきと
暮らすような姿があま
り見られない。
◆高齢者が家に引きこ
もりがち。

◆老後にしたいこと（環
境保護・防災・育児など
のボランティア）を持
つ。
◆自分も積極的に外に
出かける。

◆高齢者向けのイベント開
催や高齢者ボランティアを
募集する。
◆高齢者が気軽に出かけ
られたり、高齢者同士でお
しゃべりできるような機会
を作る。

◆高齢者が外で活動し
た場合、高齢者が喜ぶ
特典（寂しさを埋める
ようなもの）を付与す
る。
◆ポスター等で「いき
いきと暮らそう」のよう
な呼びかけを行う。

13 高齢者 生きがい

◆年配向けの自治会イ
ベントが少なく、老人ク
ラブの加入率も低い。
◆高齢者サロンを増や
す

◆そもそもあることを
知らなかった。
◆退職したら協力した
い。
◆コーディネーター役
を務める。

◆老人クラブの設立
◆久貝安心暮らしっく熟充
実を図る。

◆広報で知らせる。
◆ノウハウなど興味あ
る人へ伝える。

テレビなどで広く伝え
る。

（久貝地区65歳以上の高齢者436人中、老人
クラブ加入者約70人、加入率16％）

14 高齢者 生きがい

◆高齢独身男性のう
つ・ひきこもり。
◆男性高齢者が孤独に
なりやすい

地域の高齢者がどんな
人なのか知る（1人暮ら
しなのか、家族とか）。

◆男性限定サロンを作る。
◆役割を与える（引きこも
らせない）。

◆男性1人暮らし、特に
奥さんに先立たれた人
の把握。情報を基に地
域や民間との連携。
◆高齢の独身の方を
マッチングするイベント
を企画する。

別紙参照ですが、高齢者・子育て・環境の問題
を解決していると思うので、ぜひ行政からも支
援してほしいなと思います。支援は金銭的でな
くても広報などの協力もあるかと思います。

15 高齢者 生きがい

◆高齢女性の生きがい
が少ない。
→高齢女性のメイク体
験。
→高齢女性にプロによ
る化粧をする。
→プロにメイクアップし
てもらうような機会が
欲しい。

私は化粧はうまくない
が、整理整頓が得意な
ので、友人の苦手な人
の家に行って手伝った
りしている。

◆エステ、ビューティー従
事者に協力してもらい、メ
イク体験をしてもらう。
◆地域にプロがいるとは
限らず地域だけでは難し
いため、企業と連携する。

◆イベントの企画
◆場所の提供、送迎、
経費の負担など。

◆技術面では民間企業
に頼めるのが一番良
い。
◆エステ、ビューティー
従事者に協力してもら
い、メイク体験をしても
らう。
◆化粧がうまい方（友
達同士）などでするの
もアリかなと思う。

16 高齢者 生きがい

◆公園やハイキング
コースが高齢者にとっ
て利用しにくい（トイレ
がない等）
◆ウォーキング（散歩）
をする時トイレがない。

困っていることを会議
で発言する。

例えばトイレを借りること
ができるシステムを作る。

公園にトイレを整備す
る。。
ウォーキングは健康を
保つには必要なので、
市民がウォーキングを
できやすくなるように、
ウォーキングなどで
困っている場所を把握
して改善する。

公園の近くに店、コン
ビニを設置。

近所は公園は多いが、店が少なくコンビニもな
いため、徒歩ベースで暮らしにくい。

提案
No.

大カテゴリー
（基本方針）

中カテゴリー
（施策）

あなたが考える現状の
課題

それぞれの現状
自由記載



個人 地域 行政 その他

17 高齢者 介護

老々介護の負担が大き
い。

◆家族・親戚の状況を
理解する。

◆近くの住民の状況を把
握・理解し、市役所や施設
などを紹介する。

◆高齢者のみで生活さ
れている方に連絡・訪
問などで呼びかけ。場
所の理解、福祉制度を
紹介する。

18 高齢者 見守り

◆独居高齢者の増加。
◆独居高齢者の安否が
なかなかとれない。
◆一人暮らしの高齢者
の方が、目的もなく外
に出歩いて（徘徊）いて
危ない。

◆自分のエリアで誰が
独居高齢者なのか関心
を持つ。
◆独居の老人と思われ
る人には積極的に声を
かけている。
◆地域の支え合いの担
い手となる。
◆隣近所で異変を感じ
たら行政に連絡する。
◆休日に近所を回っ
て、高齢者の見回りを
行う。

◆地域の支え合いの仕組
みを作る。
◆見守り活動を活発化さ
せる。
◆自治会として見守り活動
を活発化させる。
◆自治会役員さんが積極
的に独居高齢者へ行事の
参加を呼び掛ける。
◆民生委員の方々に定期
的に見廻ってもらって孤独
死を防ぐ。
◆高齢者の見守り合い、支
え合いの仕組みを作る。
◆サロン活動を行う。女性
に限らず、男性も参加でき
るサロンを普及させる。
◆出歩くのは寂しいのが
原因ではないかと思うの
で、高齢者同士で会話しな
がらお茶会をしたり運動を
したりする。コミュニケー
ションを増やす。

◆高齢者世帯の把握、
情報提供。
◆独居高齢者に半年に
一度ほど、連絡したり
訪問したりして安否確
認する。また、福祉が必
要そうだと判断すれ
ば、福祉施設を紹介す
る。
◆全国での先進的な取
り組みの情報提供等、
側面的サポート。

◆宅食＋見守り、郵便
＋見守りなど、ついで
の見守りサービスを拡
げる。
◆高齢者のうつ病やア
ルツハイマー患者への
民間病院との連携を強
化していく。
◆福祉施設との連携体
制を考える。

◆長岡京市が特に高齢者のウェイトが多いとは
感じていない（例えば、堺市の泉北ニュータウン
とか豊中の千里ニュータウンなどと比べてみて
も）。
◆独居老人の割合（世帯数）を知りたい（国勢
調査からわかりませんか？）。

19 高齢者 シルバー人材センター

シルバー人材センター
会員の人手不足。

会員に登録する。 広報で募集する。

20 高齢者 移動手段

◆高齢者が外出しにく
い。
◆高齢になっても出か
けたい（交通手段）。

バスを利用することで
路線維持。

地域バスの自主運行。 はっぴぃバスの増便、
バス利用者への補助
金。

スーパーなどによる買
物バスの運行。

21 防災
災害発生時における要
配慮者への支援

要支援者に対し、支援
者も高齢になった場
合、誰が支援者となる
のか。

災害発生時の自治会員と非自治会員との対応
に違いがあるのか？（自治会費で購入した物を
非自治会員に提供できるのか？）

大カテゴリー
（基本方針）

中カテゴリー
（施策）

あなたが考える現状の
課題

それぞれの現状
自由記載

提案
No.



個人 地域 行政 その他

22 子育て 育児相談

核家族が進んでいて先
輩ママの意見を聞く機
会が少ない（特に子ど
ものイヤイヤ期の育児
が大変）。

個人としては、その時
期は卒業したけれど、
同じ内容で悩んでおら
れる方を助けてあげた
い。

子どもの検診で集まっ
た時に呼び掛ける。

23 その他 公園

公園の中の遊び方危
険。

24 その他 道路・交通

◆駅前の路上駐車が危
険。
◆公園周辺の迷惑駐車
が多い。

安全に気をつける。 路上駐車を防止するため
に見回りをする。

路上駐車の確認を月1
回ほど行い、取り締ま
る。

25 その他 道路・交通

◆道が狭く、歩道がす
れ違えない狭さ（アゼリ
ア通り特に阪急長岡天
神駅西側周辺）。

歩車（自転車）分離の意
識を持つ。

JR長岡京の地下通路
のようにテープを流
す。

◆車いすでの通行が車道へはみだし非常に危
険。
◆アゼリア通りを高齢者が信号も横断歩道もな
いところを横切るので危ない。

26 その他 道路・交通

自転車に乗る子ども
が、細い道から飛び出
してくる。

提案
No.

大カテゴリー
（基本方針）

中カテゴリー
（施策）

あなたが考える現状の
課題

それぞれの現状
自由記載



第４分科会

個人 地域 行政 その他

1
自治会・地域コ
ミュニティ

自治会組織・加入率

自治会が本当に機能し
ているのか、本当に必
要なのか疑問。

◆行政が求めるものが
個人まで行きわたって
フィードバックできて
いるのか？
◆自治会任せになって
いないか？
◆KPI定義して、自治
会個人への働きかけを
する。

◆そもそも２～３年住んでいるが、一度も回覧
や自治会とからみが無い。
◆場所・機会提供だけで、その上は目指さない
のか？そもそも古いのでわくわく感が無い。例
えば、天才育成教室とか、時代に合った機会を
行政と作っていくとか。

2
自治会・地域コ
ミュニティ

自治会の活動

回覧が煩雑。 回覧板で情報を知るこ
とが多いので、回覧板
はあるとうれしい。

開本地区では、急がない回
覧はまとめて月2回回覧、
学校関係のものは、町内の
掲示板に掲示するようにし
ている。

3
自治会・地域コ
ミュニティ

自治会の活動

子ども会の活動で子ど
も数が減っており親の
負担が多い。

町内会の役員ではな
く、有志の高齢者が手
伝う。

社協・ひとつなぎ活動
の「ハロウィン」に今年
は開本として子ども会
と一緒に参加したい。

4
自治会・地域コ
ミュニティ

地域の繋がり
世代間の交流が少な
い。

◆子ども会と高齢者を
つなげる。
◆NPO法人や活動で
きそうな場を調べる。

子どもを地域で見守る仕
組作り。

◆子どもを見守る人に
対する講座の開催。
◆高齢者へ公民館を開
放（お茶のみ話？）。

◆自治会・子ども会・PTAなどの自助・共助と
して機能していたシステムが、担い手不足、ライ
フスタイルの変化で成り立たなくなっている。
◆自分の興味ある分野でのつながりがあれば
それでよい人も多いので、他社への理解が進ま
ず、何か問題が起こったら自己責任になってし
まい助けの手に繋がりにくい。

5 子育て 子育て中の親サポート

義務教育課程に入る
と、子どもの困りごと
ができた時に気軽に相
談できるところがわか
らなくなる。

◆外部の支援、地域の
力を使って、他の支援
機関や市民団体、民間
企業とも連携を取って
支援を必要とする親子
にうまくつながるシス
テムを構築。

◆人口比から見ても、現役の子育て中の親子
は少なく、そうでない人たちは現状を知らない
ことが多いように感じる。保育園・学童の利用
者がどれだけ多いか、子どもたちの毎日の生
活、行動範囲がどうなっているのか、困りごと
が何なのか知ってほしい。

6 子育て 子育て中の親サポート

子育て中の親の息抜き
できる場所が知られて
いない。

◆無料または低料金で
利用できるところを調
べ伝える。

◆集まった情報を一覧
にして多くの保護者が
知れるようにする。

自由記載
あなたが考える現状の

課題

それぞれの現状提案
No.

大カテゴリー
（基本方針）

中カテゴリー
（施策）



個人 地域 行政 その他

7 子育て 子育て中の親サポート

望まない妊娠をしてし
まった女性のサポート
があまりない。

◆病院や子育て支援の
補助金や、子と親のか
かわりを持ってくれる
サポーターを探す。

◆相談できる施設や人へ
つなげる。
◆万が一のことがあった
時、子育て経験のある方に
身を寄せられるようにす
る。

◆個人情報の漏洩を防
止する策を立てなが
ら、子育てサポートをす
る制度等の紹介、手続
きの案内。

8 子育て 子育て中の親サポート

コロナ禍におけるひと
り親サポート。

◆コロナ禍でも、コロナ
対応をきっちりとして、
いろいろな施設を、使
用中止ではなく使える
ようにする。
◆児童館や学校などの
公共施設を用いて、子
どもの居場所を作る。

◆見守るパトロールの時間
を決めて、子どもの安全を
確認する。
◆子ども食堂のように帰
りの遅い親のサポートをす
る。

◆なにかあれば”中
止”・”使用禁止”ではな
く、どうすれば使用出
来るか、出来る方法を
考える。
◆病児保育や一時預か
りのサービスを提供し
ている情報を収集し、
案内HP等を掲げる。

フードバンク長岡京から食品の提供も可能？

9 子ども・子育て
子どもの遊び場・学び
場

◆教育費がかかりすぎ
る（塾の費用も含め）。
◆習い事とか連携出来
ないのか？（自治会と
企業、行政と企業のつ
ながり）

家庭学習支援。 学習サポートの会づくり。 中学校において副4教
科のテスト問題が毎年
同じらしい。塾では過
去問が出回っているの
で、当然、塾に通ってい
る子は点数が高くな
る。過去問の取り扱い、
問題の更新が必要。

10 子育て
子どもの遊び場・学び
場

◆子どもがのびのびと
遊べる場所（規制が厳
しい）、屋内施設で子ど
もが気軽に利用できる
場（勉強したり遊んだ
り）が少ない。
◆屋内遊戯（TVゲー
ム、カードゲーム等）の
充実により子どもの外
遊びが減少した。
◆雨・悪天候のときの
放課後のすごし場所。

◆施設情報を把握。
◆公園等、友人と集ま
りやすいところに足を
運ぶ。
◆遊び場の情報を知人
などへ教える。
◆見かけた子どもへ声
掛けを行い、子育て広
場を教える。
◆オンライン通信を利
用した遊びに切り替え
る。

◆交流の場を創出する企
画を立ち上げる。
◆自治会館を子育て中の
親の居場所として開放す
る。
◆屋内遊戯よりも魅力的
な施設の提供。

◆勉強の場として開放
しているが、使用者が
あまりない場合は、遊
び場としても提供す
る。
◆放課後の活動とし
て、すくすく教室の回
数を増やす。
◆小学校の空き教室が
あると思うので、そこ
を開放する。
◆子どもに接するとき
の講習を開催する。

◆以下の①～③の原因により、親や子どもの交
流の場が減り、地域交流が希薄化している。
①子どもが伸び伸びと遊べる場・勉強できる場
が減少している。
②子ども会（自治会）から抜けていく現象（子ど
もが小６から中学にあがると抜ける）
③習い事をする子どもの増加（送り迎えも親が
するため、子ども同士の交流が減少）

11 環境保全 ゴミの出し方・投棄

ダンボールゴミが増え
た（ネットでの購入の増
加）。

月に1回の回収を増やす。 週2回の一般ゴミ回収
の時に週1回持ち帰っ
てもらえる。

12 その他 道路・交通

長岡京市は自転車の使
用率が高いわりに、駐
輪場が少ない。

それぞれの現状
自由記載

提案
No.

大カテゴリー
（基本方針）

中カテゴリー
（施策）

あなたが考える現状の
課題


